
４月史跡めぐり活動報告
大岩

靖国神社・皇居参観

活 動 日 ：H３０年４月２４日　　活動人数：男性　４名　女性　１２名
活動場所：靖国神社・皇居

西武新宿線　高田馬場　9:30 集合
２～３日前までの暑い日差しに比べ、今日はどんよりした雲行き。(またしても雨?)
地下鉄東西線　九段下駅より徒歩20分で靖国神社境内に到着
境内ではサクラソウの展示、各流派の生け花の展示などが行われていました
神社への参拝後、遊就館の玄関ホールに展示されているゼロ戦を見学
靖国神社を後に靖国通りを田安門まで戻り日本武道館を横に北の丸公園を通過して、
11:30 科学技術館に到着、地下１階のパークレストランにて予約した幕の内弁当での昼食

大村益次郎銅像 サクラソウの展示
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靖国神社の本殿をバックに

遊就館の玄関ホールに展示されているゼロ戦をバックに

母の像とパール博士顕彰碑 科学技術館の地下１階にあるパークレストランで昼食
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12:00 近くレストラン出発、10分くらい歩いて地下鉄竹橋駅からひと駅の大手町駅へ、
大手門から10分ほど歩いて予約してあった「皇居一般参観（所要時間約１時間１５分）」の
受付場所である桔梗門（ききょうもん）に向かう
今回、「皇居一般参観」申し込みには、いささか苦労しました。(エピソードはまた後日に)
受付時間（13：00-13：20）まで少し余裕があり、桔梗橋から約550ｍほどの二重橋(めがね橋)を
見学に行きました

（from  https://sankan.kunaicho.go.jp/guide/institution_kokyo.html）

参考：皇居前広場から正門を経て宮殿へ至る濠に二つの橋が架かっており､手前の橋が｢正門石橋｣､奥の橋

が｢正門鉄橋（せいもんてつばし）｣です｡｢二重橋｣は一般にこの二つの橋を総称して言われていますが､厳密に

は奥の橋を指します｡正門鉄橋は、江戸時代は木橋で、堀が深いため上下二重に橋桁(はしげた)を組んだとこ

ろからこの名があります。 
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二重橋(めがね橋)[厳密には「正門石橋」]をバックに

13:15 受付、桔梗門（ききょうもん）を通って窓明館(休憩所)に入り、
         参観コース概要や注意などの説明を受ける
13:45 参観コース出発。急に雨がパラついてきました。(A班担当の史跡めぐり雨が多いな～)
桔梗門の脇を通って富士見櫓（ふじみやぐら）下から宮内庁～富士見多門の蓮池に沿って
山下通り～豊明殿～長和殿～宮殿東庭～正門鉄橋(二重橋)にて折り返し
宮殿東庭～長和殿～宮内庁横～富士見櫓下～桔梗門を通って出口へ
１時間１５分くらいのコースでした

富士見櫓（ふじみやぐら）

宮殿（1月2日と天皇誕生日に行われる一般参賀の際に陛下がお立ちになる） 説明スタッフ

ろからこの名があります。 

桔梗門付近の石垣の石に、島津家の

家紋(丸の中に十字)が刻まれている。

当時、この石垣を島津藩が築いたと

のこと。 
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｢正門鉄橋（せいもんてつばし）｣から眺めた｢伏見櫓（ふしみやぐら）｣

二重橋：｢正門鉄橋（せいもんてつばし）｣から眺めた｢正門石橋｣

大手門まで戻り15:00頃より東御苑を散策
松の廊下跡～バラ園(多くは野生生殖で皇居吹上御苑からの移植などにより整備)
～竹林～天守台～折り返して大手門へ

本日の靖国神社＆皇居コースは約２,０００歩、皆さんやや疲れ気味
大手町駅から池袋経由で帰宅
皆さん小雨の中、ご苦労様でした

参考：皇居前広場側から見た「正門石橋」。奥の｢正門鉄橋｣は、「正門石橋」の陰に隠れている。皇居前広場

から正門を経て宮殿へ至る濠には、「正門石橋」と｢正門鉄橋｣の二つの橋が架かっており、順に渡ることになる。 

5


